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　この「栗原市地域支え合い情報誌」は、これまで何気なく行われてきた地域の支え合い活動を
紹介するとともに地域づくりにつなげていくものです。

会食及び集合写真については、マスクを外した上で撮影したものを掲載しております。

栗駒「ほがらか会」

元気の秘訣は笑いにあり!元気の秘訣は笑いにあり!

「今日も集まるよ～」のひと声で集まる
場所はいつも千葉さんのお家。
　昔からの友達や趣味を通したつながり
から集まるようになりました。今では、
おすそ分けや一緒に買い物をしたりと、
お互いに頼り頼られ過ごしています。

うち



　小物づくりが趣味の菅原さん。裁縫が得意で、
昔着ていた着物を利用して様々なものを作りま
す。毎週木曜日、根岸地区で行われているお茶っ
こ会に参加した後に、地区の仲間と一緒につるし
飾りなどを作ることが楽しみになっています。作
った作品はご近所のお友達にプレゼントし、喜ん
でもらうことで創作意欲が湧き、生きがいとなっ
ています。

築館地区築館地区
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～楽しく続けることが元気の源～ ～地域の伝統文化を大切にして～

伝統文化継承 西町地区　龍神踊り根岸地区　菅原さん生きがい

　「今、私たちにできることは何か」をテーマに、過去４年間の生活支援コーディネーターの活動記録
を報告し、地区の活動状況を把握した上で、今後も継続していきたいことなどについて話し合いを行い
ました。築館地区では、多くの地区がくりはら元気アップ体操などの健康推進活動とお茶っこ会を併せ
て行っていることが分かりました。また、地域の担い手が高齢化してきていることなどから、今後は若
い世代にどのようにして地域のつながりや伝統文化を継承していけば良いのかなどの課題が挙がりまし
た。今後も課題解決と地域づくりに向けた話し合いを重ねていきます。

～ 支え合える地域づくりを目指して ～～ 支え合える地域づくりを目指して ～

令和4年度 第2回地区推進会議
開催日：令和４年10月20日（木）

今度の新作は

バラの花です♪

　薬師まつりで毎年披露している西町地区の龍神
踊りは、約30年前に住民同士が「みんなで楽し
めるようなことがしたい！」という考えから生ま
れました。手作りした龍と衣装も受け継ぎなが
ら、小さな子どもから大人まで幅広い年代の方々
がひとつとなり踊りを披露して祭りを盛り上げて
います。西町地区では古くから続く伝統文化を大
切にし、この地域で暮らす一人一人が、それぞれの
役割を担い、次世代へと受け継いでいます。
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　団塊の世代に呼びかけ、楽しく学ぶ『熟年わんぱく塾』は全講座を無事に修了しました。『わかやな
ぎ福祉のつどい』での参加をきっかけに、地区で活躍する様子は笑顔満載。 
　今出来ることを出来る中で、役割を持ち取り組む時間は新たな居場所にもなっています。この思いを
共感できる仲間（新たな塾生）が一人でも多く増えていくことで、いつまでも住み慣れた地域、ここで
良かったと思える若柳地区にまた一歩近づきますね。

若柳地区～ 誰もがここで良かったと思える地区をめざして ～

人生100年時代　地域の中で役割を持ち暮らし続けたい　その思いを実現しよう

•福祉や傾聴の座学・実技、実践を通じて自
分の世界が広がりました。学んだ中でも「社
会的想像力」を活かし、「高齢者の知恵」
と「人交密度」を高めて、「この町良いよ
ね！」の街づくりを担って行きたいです。
•同じような塾生が年々増え、気づいたら、
元気すぎる高齢者が沢山の地区。そして次
世代のために、生きていく上で必要な衣食
住の手仕事、技を子供たちに教えたい。
•わんぱく塾は楽しく安心・安全な居場所で
した。地域には知らないだけで力を持って
いる人が沢山いました。次世代には、変化
する暮らしの中で、「人とのつながり」が
大切であることを伝えたいです。

『下町蚤の市』
第11回健康寿命をのばそう!アワード
(介護予防・高齢者生活支援分野 ) に
宮城県より推薦されエントリー‼

　お茶っこ会でお化粧の勉強会を行いま
した。
　年を取ったからこそ、何かにときめき
を感じることは大事で、化粧はその一つ
になると思います。
　人生１００年時代、いつまでも美しく
いたいのは、誰もが抱く気持ちです。
高齢者の皆さま前向きに、美しく年を重
ねていこうではありませんか。

社協のイベントでコーヒー
を提供　

全受講を終えて、修了書を
受け取りました　

次世代に残したい技　しめ
縄づくりにも挑戦

早速第1回同窓会を塾生が企画し開催。
福祉を学ぶ高校生も交えて意見交換会

～こんな若柳にしていきたいねえ～
(塾修了生の声振り返りシートから)

年を重ねた今だからこそ
自分の思いを言葉にして
新聞投稿掲載30回以上
若柳　米ケ浦１区　鈴木さん  81歳

「河北新報 声の交差点」に掲載された一文をご紹介します。

高齢者 化粧でときめきを!

辞書を頼りに、自分の
気持ちを書きとめる。
何度も書き直しをする
のも、脳体操になり楽
しんでいます。

　コロナ禍から生まれた活動も丸３年が経過。販売、
購入だけの目的だけでない「下町蚤の市」は、高齢者
の社会参加の場として、また、フレイルの予防にも効
果がある取り組みとして、みやぎ県政だより1・2月
号、宮城テレビＯＨバンデスで紹介されました。
　代表者は「世話人の私た
ちはすごくやりがいを感じ
ています。以前より元気に
なったよう。この元気をみ
んなにお裾分けしたいで
す。」と話しておりました。

YouTube バンデスフレイル 検索

https://youtu.be/B3vuafscWp0
YouTubeページ URL↓

フレイル予防について番組でした
内容がYouTubeで見られます。
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健康維持 生きがい

栗駒地区 ～ いつまでも住み続けたい地域を目指して ～栗駒地区 ～ いつまでも住み続けたい地域を目指して ～

　「数年後も今ある活動を継続するために～できることをできる範囲で～」をテーマに、今ある活動を
継続するには何が必要かグループワークを行いました。
　今取り組んでいる活動を大切にすること、積極的に参加し健康で過ごすこと、などの声があがりまし
た。また、自分たちの地域を守るためにも、地域に合わせた取り組みを続けながら意見を交わすことの
必要性を感じる機会となりました。
　今後も、話し合いを重ね「誰もが安心して暮らせる地域」を目指していきたいと思います。

　毎週、火曜日と木曜日が練習日。60代から80
代の皆さんが集まり、親子で参加し楽しんでいる
人もいます。卓球で健康維持・おしゃべりをしな
がら情報交換！これが長生きの秘訣です。

　毎月第１、第3金曜日を集まる日として、脳ト
レや音楽に合わせての軽体操に取り組んで13
年。隣接市（一関市）の友人も一緒に参加してい
ます。
　「みんなとおしゃべりができることが嬉くて」
と、毎月この日を楽しみにしています。

～続けることが元気の源～ ～月に２回の活動を楽しみに～

ここに来れば

みんなに会える！

これからも続けて

いきます。

令和4年度 第2回地区推進会議 開催日：令和４年10月31日（月）

なかよし会しゃくなげ卓球会

休
憩
中
の
お
し
ゃ
べ
り
も

楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
ね
。
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地域交流・楽しみ

高清水地区 ～ ここで良かったと思える地域に ～高清水地区 ～ ここで良かったと思える地域に ～

　武田夏子さん（７区）を講師に
「音楽で心と体の健康を考える」お
茶っこ飲み会（祭）を開催しまし
た。素敵な歌声に癒され、カチャー
シー（沖縄の手踊り）をみんなで踊
り、楽しいひと時となりました。

　昨年度も行ったグラウンド・ゴルフ大会を今年も開催‼　男性の参加が多
く、晴天の下、集まった住民たちは気持ち良くプレーを楽しんでいました。

高清水１０区
みんなが楽しめる活動を！

体を動かす事が好きな人、お茶っこ会等みんなで集まるのが楽しみな人、集まる内容が違えば集
う住民も変わっています。「地域・世代・年齢・性別」に合わせた集まりが、地域活動推進につ
ながっています。

世代間交流・地域貢献

サンタクロースがやってきた♪
栗原市社会福祉協議会高清水支部・高清水幼稚園保育所

　支部委員がサンタクロースとなり、高清水幼
稚園・保育所にプレゼントを届けています。
プレゼントを渡すだけでなく、サンタさんへの
質問コーナーや歌のお返しもあり、子供たちと
の貴重な交流の機会となっています。

●若い世代に社協を知ってもらうきっかけにも
　つながっています

　前回の会議で話し合った「今後の高清水にあったらいいなと思う体制や仕組みづくり」の内容を踏ま
え、グループワークを行いました。気軽に集まれる場所、買い物や移動販売、高齢者のスマホ教室等…
色々な意見が話し合われ、今後高清水に必要だと思うものが見えてきました。

令和4年度 第2回地区推進会議 開催日：令和４年10月28日（金）

●生活支援コーディネーターが、過去４年間をまとめた活動データを基に、今までの振り返りも行いました。



～集うことが楽しみに～
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一迫地区 ～ 助け合い・支え合いの地域を目指して ～～ 助け合い・支え合いの地域を目指して ～一迫地区

　「みんなの顔が見たい」との声か
ら、約３年ぶりに移動健康教室を開
催。60代から90代の幅広い年代が
集まり、何気ない会話で久しぶりの
交流を楽しみました。
　「顔を見て、笑いながら時間を過
ごすことが一番‼」と笑顔の皆さん
です。

生きがい

～みんな笑顔になぁれ‼～
　「地域を活発にしていきたい」との思
いで、令和４年６月に二人でボランティ
アグループ「スマイル」を立ち上げまし
た。「明るい笑顔でさわやかに」をモッ
トーに、脳トレ、手遊び、リズム体操、
お口の体操等、皆さんに元気をお届けす
るため、活動しています。
　自分たちの得意なことを活かせる活動
が、自分自身の生きがいにつながってい
ます。

 

令和4年度 第2回地区推進会議 開催日：令和４年10月28日（金）

　４年間の生活支援コーディネーターの活動記録報告、第１回推進会議のテーマ「住み慣れた一迫にい
つまでも」の振り返りを行い、他地区でも広めて欲しいとする活動や、知っていて欲しい内容について
情報共有を行いました。一迫地区での高齢者の見守りについては、地域でできる範囲で行っているが、
あまり入り込まないように注意も必要。子供と高齢者の関係も大切であり、高齢者の話をよく聞くこと、
「お年寄りを大切に」の言葉を大事にすることがより良い地域づくりにつながっていくのではないか、
等の意見が出され有意義な会議となりました。

ボランティアグループ
「スマイル」

交流・楽しみ 畑地区社会福祉協議会

  

みんなの顔見れで、
よがった～ (*^_^*)
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瀬峰地区 ～ みんなの願いをかたちに ～瀬峰地区 ～ みんなの願いをかたちに ～

つながり・交流 趣味・交流

　元気を届けようと、ひとり暮らし高齢者へ暑中
見舞いや年賀状をお届けする活動に取り組みまし
た。この活動で絵手紙をはじめて体験する会員か
らは、新しい趣味に出会えたとの声もあり、お互
いに教え合うことで会員同士の交流も図られまし
た。コロナ禍で慰問や奉仕活動のできない中でも
「誰かのために」は「自分のために」、心の元気
が健康へとつながっています。

みんなが集う　楽笑会 活動から元気を

宮小路原地区　
社会福祉協議会

瀬峰地区　　　　　　　
ボランティア連絡協議会

　地区社協活動研修会を合同開催。「ここで暮らせて良かった。孤立させない地域づくり」をテーマに、
支部委員・民生委員・地区社協会長・地域支え合い構成員が参加しました。
　長年、民生委員として地域に携わってきた高橋郁夫氏の活動発表で「大人から子どもまで、地域づく
りにはみんなが関わる事が大事。」とのお話を伺いました。また、グループごとに「つながりを作るた
めに」自分達にできる事等の意見交換をしました。見守りの仕組みづくりの必要性についての意見や地
域と施設が協力して行っている防災訓練事例の紹介等を聞くことができました。お互いが常に気にかけ
ているテーマであり、今後も情報共有しながら取り組んでいきたいと思います。

令和4年度 第3回地区推進会議 開催日：令和４年12月９日（金）

「地域づくりに大事なことは・・・」

一枚、一枚心を込めて絵手紙を描きました

　　　　　　　　　　地区のお茶っこ会「楽笑会」
　　　　　　　　　が久しぶりに開催され、皆さ
　　　　　　　　　ん互いの元気を喜び合ってい
　　　　　　　　　ました。今回は、最近話題の
エンディングノート講座をみんなで受講し、それ
ぞれが健康に自分らしく過ごしていこうと話をし
ていました。みんなが楽しく集えるこの会が、地
域で暮らす大切な場所になっています。



 

　「おじいのボケ防止」と称し、東京に住んでいる３人の孫に、２年前から毎月欠かさず手紙を書いて
いる義正さん。その姿に影響され、妻の初美さんも“岩ケ崎高校健康強歩大会”を応援した様子を文に
し、河北新報に投稿したところ「ティータイム」に掲載されました。
　お互い刺激し合い、励ましながら、新たなものに挑戦して生活することが生きがいとなり、日々を楽
しく過ごせることにつながっています。
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佐々木さん夫妻（袋地区）生きがい ～二人で一緒に～

鶯沢地区 ～ 支え合う地域づくりを目指して ～鶯沢地区 ～ 支え合う地域づくりを目指して ～

趣味・生きがい 介護予防・交流

　若い頃から写真を撮ることが趣味の髙橋さん。
地域の行事がある時は、自慢のカメラで一番いい
表情を捉えます。撮った写真は「喜んで貰いたい
から」と、みんなの手元に届けられ大好評です。
趣味を通じて地域の人とつながり、髙橋さんの生
きがいにもつながっています。

　３年ぶりに「シニアレクリエーション大会」が
開催され、レクリエーションや話し語りを楽しみ
ました。会員同士顔を合わせ交流を深めること、
一緒に笑い合うことが元気の源につながっていま

す。コロナ禍の中でも
工夫して集える貴重な
機会となりました。

～写真でつながる笑顔の輪～ ～仲間と賑やかに～

鶯沢地区老人クラブ連合会髙橋さん（八沢地区）  

  

とびっきりの

写真が撮れたよ!

みんなで

話し語りが

出来て

良かったわね！

庭で採れた７０個の甘

柿を家の前の沿道に置

き、「食べて、元気に

頑張れ」と岩ケ崎高校

の健康強歩大会を応援。

生徒からの「ありがと

う」の声が嬉しかった

です。
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金成地区 ～ お互い気に掛けあい 安心して暮らせる地域に ～金成地区 ～ お互い気に掛けあい 安心して暮らせる地域に ～

地域交流

見 守 り

社会参加

栗原市社会福祉協議会金成支部

～地域一丸となって～

～つながりで広がる地域づくり～

～みんなの喜ぶ顔が見たくて～
　地区老人クラブ会長の菅原さん。
コロナ禍でも仲間と楽しい時間を過ごしたいと、
『空とぶお手玉カーリング』を考案。簡単なやり方
とルールも作りました。ゲームで使う“鈴入りお手
玉”は奥様が一個ずつ心を込めて縫いあげました。
温もりのあるお手玉は手指の運動になるため老人ク
ラブ全員と、小学生がいるご家庭へはゲームセット
にしてプレゼント！これを機に「心くばり」があ
り、支え合える地域に進んでいくことでしょう！

　社協金成支部では民生委員さんにご協力いただき、77歳以上の
一人暮らし高齢者等の方を対象に年に２回、声がけ見守り訪問活動を行っています。
　金成駐在所さんや保健推進員さんも一緒に歩き、声がけを行っている地区もあり、様々な分野の方が
協力し合うことで、お互いの顔が見え信頼と安心がはぐくまれています。
　地域に暮らすみんなが一緒に活動を楽しむことで、地域が活発になり、
また困ったときはお互いさまと言える暮らしへとつながっています。

梨崎下沢辺地区　菅原さん

講話後は、
スカットボールで
体を動かしました！

　お茶っこ会で、生活支援体制整備事業につ
いて講話を聞き、日ごろからのご近所同士の
結びつきが安心して暮らせる地域へつながっ
ていることを再認識しました。
　赤児地区は昔から声をかけ合い、お互いを
支え合う古き良き習慣が残る地域です。
「困ったときはお互いさま」と、ご近所同士
で雪かきのお手伝いなども自然と行われてい
ます。
　何気ない日々の暮らしが、赤児地区のお宝
となっています。

あかちご

あかちご

普段の地域活動を紹介♪

みんなの喜ぶ顔が見たくて
特技を活かし
集会所の花壇づくり！

空
と
ぶ
お
手
玉
カ
ー
リ
ン
グ
と
は…

カ
ー
リ
ン
グ
を
も
と
に
し
て
作
っ

た
室
内
で
誰
に
で
も
手
軽
に
遊
べ

る
単
純
明
快
な
楽
し
い
ゲ
ー
ム
で

す
。

赤児地区社会福祉協議会
あかちご
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栗原市地域支え合い情報誌

　各地区社協の役員さんが記念品を持参し、75歳一人暮らし高齢者宅を訪問。「元気に過ごしています
か？」の声がけに皆さん笑顔を見せてくれています。コロナ禍で、自宅で過ごすことが多くなっている
中、集うことは出来ないが「歳末見守りひと声運動」を行い、ふれあうことにより、日頃の様子を確認
することが出来、今後の支え合いや見守り活動につながっています。

　90歳の鈴木さんと85歳
の佐藤さん。若い頃から、
お互いの家を行き来し、お
茶飲みしながらの楽しく時
間を過ごしています。地区
の行事等にも２人で仲良く
参加。
　普段からのつながりがお
互いの支え合いになってい
ます。

　過去４年間の活動記録を報告し、地域の取り組みや現状を振り返り「今、地域や自分たちが出来ること
は何か」をテーマに話し合いを行いました。コロナ禍により自粛している団体も状況に合わせ、今できる
活動を行うこと、そのためには、他団体や他地区での取り組みを知ることや情報共有を行うことが大切等
の意見が出ました。今後も、支え合いやつながりのある地域を目指し話し合いを行っていきます。

栗原市社会福祉協議会志波姫支部見守り・安否確認 地域みんなで支え合い

宮中区の鈴木さんと佐藤さんつながり・見守り 会うのが楽しみに

志波姫地区 ～ お互いに力を合わせ地域の支え合い ～志波姫地区 ～ お互いに力を合わせ地域の支え合い ～

体
調
に
変
化
な
い
で
す
か
？

来
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ね
。

天気のいい日には、外で

日向ぼっこしています !(^^)! 
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　花山地区生活改善クラブで活動している千葉さんは、約30年前からこんにゃく芋を
育て、こんにゃくづくりをしています。
　また、約10年前からは毎年、花山小学校児童の3・4年生にこんにゃく芋の栽培から収穫、こんにゃく
づくりを教え交流を図り、昔ながらの味を次世代へ繋いでいます。
　地域の方が先生となり教えてくれることで、世代を越えたつながりもでき、地域のつながりをより深
めることができる活動になっています。

花山地区 ～ 「暮らし続けたい」という願いをかなえるために ～花山地区 ～ 「暮らし続けたい」という願いをかなえるために ～

世代間交流・つながり 花山地区生活改善クラブ
花山小学校3・4年生～世代を越えてのつながり～

 

令和4年度 第2回地区推進会議 開催日：令和４年10月27日（木）

　栗原市全体と花山地区内の過去４年間の生活
支援コーディネーターの活動記録について報告
を行い、第1層へ提案事項として情報共有案件と
協議案件についてグループワークを行いました。
「花山地区は昔から高齢化率が高い地域である
ため、自分たちで支え合いを行っている」「送
迎環境や除雪対応について検討していただきた
い」などの意見がありました。
　今回の内容を今後の推進会議につなげ、より
良い地域づくりを目指してまいります。

こんにゃく芋の植え方のポイン
トを教えてもらいながら土へ埋
めます！大きくな～れ♪

みんなで力を合わせて、こんに
ゃく芋を掘り起こします！立派
な芋が採れました♪

千葉さんの見本を真剣に見て、
気になったことを聞く子ども
達！よ～く練ります！

ゆでる前に好き
な大きさに切り
分けます！茹で
ているこんにゃ
くも、くっつか
ないように混ぜ
まーす♪

花山小学校では、地
域の方と一緒に行う
「さくら岡祭り」が
あり、そこで児童が
作ったこんにゃくを
出店しています。地
域の皆さんからも、
とてもおいしいと好
評です♪

「さくら岡祭り」の様子
作業工程の
ご紹介！！

完成 !!
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編集・発行／社会福祉法人栗原市社会福祉協議会

築 館 支 所　℡23-8087　　若 柳 支 所　℡32-3083
栗 駒 支 所　℡45-2150　　高清水支所　℡58-3637
一 迫 支 所　℡52-4433　　瀬 峰 支 所　℡59-2322
鶯 沢 支 所　℡55-2834　　金 成 支 所　℡42-1248
志波姫支所　℡22-2713　　花 山 支 所　℡56-2028

ホームページアドレス
http://kurihara-sfk.jp/

モバイル版はこちら! !
バーコードリーダーで読み取り。
モバイルサイトにアクセス!

　生活支援体制整備事業第２層運営等業務を受託している栗原市社会福祉協議会では、住民主体
の「地域が元気になるための話し合い（情報共有）の場」として、栗原市地域支え合い地区推進
会議(第2層協議体)を10地区すべてに設置しています。生活支援サービスの推進と、地域におけ
る支え合いの体制づくり推進を目指し、会議には地域の様々な関係機関が構成員となり、自分た
ちの活動や今後無理なく出来ること、地域にある支え合いの活動の情報共有などを行います。

所属団体　地区名
お名前
Ｑ１．推進会議の様子や雰囲気
Ｑ２．推進会議に参加して気づいたこと
Ｑ３．今後の推進会議に期待すること

下町元気アップ会
Q１．各団体の“長”の方が多い会ですが、コーディネーターの分かりやす
い「生活支援体制整備事業」の説明や、進行により気負わず語り合える雰
囲気が作られ、日頃の地域活動の思い等率直に話せる場になっています。
Q２．各会議にテーマがあり、「若柳のお宝を探そう」というワークでは、
自然や食べ物はもちろん、身近な人、物事の中にお宝があり、当たり前
の大切さを再確認できました。又、地区の活動（蚤の市）を発表する機
会があり、ささやかな活動の一端を知ってもらい良かったです。
Q３．他の団体の具体的な事例や立場の違う方々の話を聞くことで、たく
さんの気づき、ヒントがありました。今後も地域の活動に生かせる場と
なるよう望んでいます。

瀬峰地区 介護老人保健施設せみねの丘
Q１．立場の違う方々の集まりですが、地域を元気にという同じ目的を持
　っているため、お互いの立場を尊重した上で活発な意見交換を行うこと
ができる会議となっていると感じます。
Q２．コロナの影響により、地域の皆さまが集まる機会が少なくなってい
る中、特に独居やご夫婦世帯の方々との関りが地域として課題となって
いることに気づかされました。
Q３．介護施設が地域の方から介護サービス以外でどういう期待をされて
いるのかをご教示いただき、地域が元気になるために共に活動できるき
　っかけをいただければと思います。

飯澤　理子さん
あや こ

若柳地区

いいざわ

藤村　まき子さん
ふじむら

質問項目


